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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新興国経済の減速などから輸出・生産面に鈍さが見られる

ものの、基調としては緩やかな回復を続けています。

 情報通信分野においては、ブロードバンド化、グローバル化、スマートフォンやタブレット等の端末の多様化

が進展し、ニーズの高度化・多様化とともに固定通信と移動通信との融合、さらには通信と放送の融合による多

彩なサービスが拡大しつつあり、当社グループを取り巻く環境は大きく変化しています。

 このような状況の中で、当第２四半期における当社グループの受注高は、ＮＴＴ関連工事においてはシステム

開発や保守業務の受託拡大があったものの光アクセス網工事の鈍化により減少し、公共・民間分野の工事では防

災無線工事、自治体からの光ケーブル工事等によって増加し、全体では72億4千1百万円（前年同期比9.8％増）と

なりました。

売上高についても、ＮＴＴ関連工事ではシステム開発や保守業務の受託拡大がありましたが、全体的には前年

度繰越工事の減少が大きく55億6千2百万円（前年同期比6.6％減）となりました。

 利益面につきましては、当社グループとして生産性の向上とコスト改善施策を実施しましたが、営業損失は1億

8千4百万円（前年同期6千5百万円の損失）、経常損失は1億6千3百万円（前年同期4千6百万円の損失）となり、親

会社株主に帰属する四半期純損失は1億4千3百万円（前年同期5百万円の損失）となりました。

        （単位:百万円） 
 

項 目 当第２四半期 前 年 同 期 増 減 額 増 減 率

 
受 注 高
 

7,241 6,594 646 9.8％

 
売 上 高
 

5,562 5,953 △390 △6.6％

営業損失(△） △184 △65 △118 －％

経常損失(△) △163 △46 △117 －％

親会社株主に帰
属する四半期純
損 失 ( △ ）

△143 △5 △138 －％

 

（２）財政状態に関する説明 

① 資産、負債、純資産の状況

 当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ7億3千万円（7.5％）減少の90億6千7百万

円となりました。主な要因は、現金預金8億8千2百万円の増加と受取手形・完成工事未収入金14億6千万円及び

土地2億3百万円の減少であります。

 負債の部は、前連結会計年度末に比べ5億3千3百万円（12.3％）減少の38億1千9百万円となりました。主な要

因は、支払手形・工事未払金3億7千万円及びその他の流動負債1億2千7百万円の減少であります。

 純資産の部は、前連結会計年度末に比べ1億9千7百万円（3.6％）減少の52億4千7百万円となりました。

② キャッシュ・フローの状況

 当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ8億6千万円増加の21億

9百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動による資金の増加は、7億8千2百万円（前第２四半期連結累計期間6億7千4百万円の増加）であり、そ

の主な要因は、売上債権の減少14億6千万円による資金の増加と税金等調整前四半期純損失1億8千3百万円及び仕

入債務の減少3億7千万円による資金の減少であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資活動による資金の増加は、1億5千2百万円（前第２四半期連結累計期間2億5千4百万円の減少）であり、そ

の主な要因は、有形固定資産の売却2億7千2百万円による資金の増加と有形固定資産の取得9千5百万円による資

金の減少であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 財務活動による資金の減少は、7千3百万円（前第２四半期連結累計期間6千9百万円の減少）であり、その主な

要因は、配当金の支払6千8百万円による資金の減少であります。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 平成29年3月期の連結業績予想につきましては、平成28年5月11日に発表いたしました業績予想から変更はあり

ません。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物

附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

 この結果、当第２四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失はそれぞれ9,734

千円減少しております。

 

（４）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第

１四半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金預金 1,202,010 2,084,199 

受取手形・完成工事未収入金 3,740,837 2,279,878 

有価証券 86,499 54,966 

未成工事支出金 55,861 105,582 

材料貯蔵品 63,518 128,170 

繰延税金資産 79,199 100,749 

その他 138,683 91,921 

貸倒引当金 △4,836 △2,940 

流動資産合計 5,361,773 4,842,526 

固定資産    

有形固定資産    

建物・構築物（純額） 1,131,952 1,065,964 

土地 1,662,954 1,458,963 

建設仮勘定 － 21 

その他（純額） 401,522 416,333 

有形固定資産合計 3,196,429 2,941,282 

無形固定資産    

ソフトウエア 15,761 11,403 

のれん 9,765 9,223 

その他 4,887 4,850 

無形固定資産合計 30,414 25,477 

投資その他の資産    

投資有価証券 522,884 554,409 

長期貸付金 2,634 2,484 

繰延税金資産 616,723 631,313 

その他 68,382 70,973 

貸倒引当金 △792 △792 

投資その他の資産合計 1,209,832 1,258,387 

固定資産合計 4,436,676 4,225,147 

資産合計 9,798,450 9,067,674 

負債の部    

流動負債    

支払手形・工事未払金 1,245,661 875,586 

未払法人税等 73,614 11,942 

賞与引当金 180,168 150,096 

完成工事補償引当金 9,036 8,734 

その他 609,802 482,456 

流動負債合計 2,118,284 1,528,816 

固定負債    

役員退職慰労引当金 162,497 167,974 

退職給付に係る負債 1,982,495 2,018,968 

負ののれん 11,939 10,665 

長期未払金 43,612 42,696 

その他 34,585 50,741 

固定負債合計 2,235,130 2,291,047 

負債合計 4,353,415 3,819,863 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 611,000 611,000 

資本剰余金 326,573 326,573 

利益剰余金 4,843,388 4,631,686 

自己株式 △90,048 △90,051 

株主資本合計 5,690,912 5,479,207 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 49,682 47,505 

退職給付に係る調整累計額 △295,560 △278,902 

その他の包括利益累計額合計 △245,878 △231,396 

純資産合計 5,445,034 5,247,810 

負債純資産合計 9,798,450 9,067,674 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

完成工事高 5,953,004 5,562,105 

完成工事原価 5,298,166 5,009,836 

完成工事総利益 654,838 552,269 

販売費及び一般管理費 720,803 736,310 

営業損失（△） △65,964 △184,041 

営業外収益    

受取利息 498 352 

受取配当金 6,909 7,173 

受取地代家賃 1,113 956 

持分法による投資利益 1,627 4,530 

その他 10,632 7,761 

営業外収益合計 20,780 20,773 

営業外費用    

支払利息 79 － 

その他 770 623 

営業外費用合計 850 623 

経常損失（△） △46,034 △163,891 

特別利益    

段階取得に係る差益 9,400 － 

固定資産売却益 44,034 38,035 

負ののれん発生益 10,266 － 

特別利益合計 63,701 38,035 

特別損失    

固定資産売却損 26 － 

固定資産除却損 154 183 

事務所移転費用 － 56,983 

特別損失合計 180 57,166 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
17,485 △183,022 

法人税、住民税及び事業税 4,910 2,877 

法人税等調整額 17,662 △42,510 

法人税等合計 22,573 △39,632 

四半期純損失（△） △5,087 △143,389 

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △5,087 △143,389 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

四半期純損失（△） △5,087 △143,389 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 10,701 △2,176 

退職給付に係る調整額 10,072 16,657 

その他の包括利益合計 20,773 14,481 

四半期包括利益 15,685 △128,908 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 15,685 △128,908 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△） 
17,485 △183,022 

減価償却費 106,088 116,518 

のれん償却額 542 542 

負ののれん償却額 △1,273 △1,273 

負ののれん発生益 △10,266 － 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,520 △1,895 

賞与引当金の増減額（△は減少） △25,236 △30,072 

その他の引当金の増減額（△は減少） △360 △302 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △44,646 60,441 

受取利息及び受取配当金 △7,407 △7,525 

支払利息 79 － 

持分法による投資損益（△は益） △1,627 △4,530 

有形固定資産売却損益（△は益） △44,034 △38,035 

段階取得に係る差損益（△は益） △9,400 － 

その他の損益（△は益） 261 231 

売上債権の増減額（△は増加） 1,085,693 1,460,959 

未成工事支出金の増減額（△は増加） △83,715 △114,372 

仕入債務の増減額（△は減少） △222,695 △370,075 

その他の資産の増減額（△は増加） 73,017 4,866 

その他の負債の増減額（△は減少） △149,577 △56,230 

小計 681,408 836,222 

利息及び配当金の受取額 7,923 9,521 

利息の支払額 △78 － 

法人税等の支払額 △14,971 △63,636 

営業活動によるキャッシュ・フロー 674,282 782,107 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の増減額（△は増加） 2,997 10,007 

有形固定資産の取得による支出 △251,924 △95,442 

有形固定資産の売却による収入 47,231 272,179 

無形固定資産の取得による支出 △1,942 △271 

投資有価証券の取得による支出 △10,000 △31,521 

長期貸付金の回収による収入 293 150 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出 
△38,125 － 

その他 △3,024 △2,591 

投資活動によるキャッシュ・フロー △254,495 152,511 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

長期借入金の返済による支出 △1,428 － 

自己株式の取得による支出 △3 △3 

配当金の支払額 △68,313 △68,312 

その他 － △5,639 

財務活動によるキャッシュ・フロー △69,745 △73,955 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 350,041 860,663 

現金及び現金同等物の期首残高 2,101,451 1,248,502 

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,451,493 2,109,165 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。
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